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（風景）の見方の形成過程を考察した。「松島真景図」は，明治 21 年に作成が開始され，明治 30 年代初め
にかけて土産品として盛んに作成されたが，その背景には，明治 20 年末に塩釜まで鉄道が開通したこと
による観光客の増加があった。「松島真景図」の構図は，陸から海を眺めたものがすべてであるが，画面
の左右に松島海岸と塩釜市街を同等に配置した構図（Ⅰ類型）と，画面の中央に松島海岸を大きく描き，
右隅に塩釜市街を小さく描く構図（Ⅱ類型）とがある。Ⅰ類型は近世の絵画や版行図に多い構図で，明
治 20 年代初頭のものにしかみられないが，Ⅱ類型は明治・大正期の大部分のものにみられる構図である。
Ⅱ類型の構図が多い理由としては，明治期以降観光地としての塩釜の地位が低下する一方，松島海岸の地
位が上昇したことがあるほか，塩釜からの汽船が航行する松島海岸を表現するには，この構図が効果的で
あったことが考えられる。そして，この構図に示される松島の見方は，今日のその景観の見方に引き継が
れてきたといえる。
